
最寄りの指定避難所 所在地

滝上小学校 滝美町

滝上町商工会館 旭町

滝上中学校 幸町

スポーツセンター 幸町

濁川小学校 新町

基幹集落センター 濁川中央

一区農業構造改善センター 一区

札久留公民館 北札久留

※避難の際は、滝上町役場が公表する
避難所開設状況をご確認ください。

旧滝上中校舎

道の駅(観光協会)

至 札久留公民館

スポーツセンター

滝上町土砂災害ハザードマップ

役場

社会福祉協議会

文化センター

セイコーマート

避難時の心得

● 自分で判断し、最善の行動をとりましょう。

● 危険を感じたら、ただちに行動しましょう。

● 高齢者等避難や避難指示などの避難情報が発令
されたら、ただちに避難しましょう。

● 周囲の状況を見て、安全な経路を通りましょう。

本マップは、測量法に基づく国⼟地理院⻑承認(複製) R 3JHf 585を得て作成しています。
本マップを複製する場合には、国⼟地理院の⻑の承認を得なければなりません。
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土砂災害警戒区域
（イエローゾーン）

土砂災害への備え 土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域とは

土砂災害の種類

土砂災害の前兆現象(例)

緊急連絡先

こんなときは 連絡先(電話番号)

・土砂災害の発生やその前兆現象を発見した場合【役場・警察】

・避難所の開設状況を知りたい場合【役場】

・家族（自身を含む）の救護や救助を求める場合【警察・消防】

・その他、土砂災害について問い合わせたい場合【役場】

滝上町役場 29-2111

消防 119 または 滝上支署 29-2049

警察 110 または 滝上駐在所 29-2019

避難時の注意事項

土砂災害特別警戒区域
（レッドゾーン）

急傾斜地の崩壊や土石流等が発生した場合に、建築物に損壊が生じ住民
等の生命または身体に著しい危害が生ずるおそれがあると認められる区
域です。一定の開発行為の制限、建築物の構造規制等が行われます。

急傾斜地の崩壊や土石流等が発生した場合に、住民等の生命または身体
に危害が生ずるおそれがあると認められる区域です。危険の周知、警戒
避難体制の整備が行われます。

がけ崩れ 土石流 地すべり

大雨や長雨、地震などの影響に
よって、緩んだがけが急激に崩
れ落ちる現象

山や谷（渓流）の土や石、木な
どが大雨により水と一緒になっ
て、激しく流れる現象

大雨や長雨の水が地下にしみこ
んだ影響で、ゆっくりと斜面が
動き出す現象

がけ崩れ

・小石がバラバラ落ちてくる
・がけから水がわき出てくる
・斜面のひび割れや変形が見ら
れる

土石流

・山鳴りがする
・川が濁り流木が混ざり始める
・雨が降り続いてるのに、川の
水位が下がる

地すべり

・池や沼の水量が急に変化する
・地面にひび割れができる
・沢や井戸の水が濁る

❏日頃から土砂災害の危険区域や避難先などを確認しておきましょう！

○ 自宅周辺が土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域に指定されていないか。
○ 土砂災害時の避難先（自宅近くの避難先）はどこか。
○ 避難先までの経路や途中の危険箇所（水路、河川横断など）はどこか。
○ 非常持出し品やその他必要なものは何か。

❏雨が強くなってきたら、大雨警報や土砂災害警戒情報などの情報を確認しましょう！

○ 自分の目で自宅周辺の状況を確認しましょう。
○ テレビやラジオ、パソコン、携帯電話／スマートフォンなどで土砂災害に

関する各種情報を確認しましょう。【情報入手先：気象庁、北海道など】

○ 土砂災害の前兆現象を見つけた場合
○ 自宅に高齢の方や小さい子供がいる場合
○ 自宅周辺が土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域に指定されている場合

❏高齢者等避難や避難指示などの情報が出たら、ただちに避難しましょう！

❏避難指示が出ていなくても、身の危険を感じたらただちに避難しましょう！

○ 避難時は周囲の状況を確認しながら、安全な経路を通って避難しましょう。

人まかせにせず「自分の命は自分で守る」必要があります。自主的に判断しましょう！

想定を上回る事象が発生することがあります。危険を感じたらただちに行動しましょう！

❏土砂災害における避難の基本

○ がけ崩れや土石流、地すべりは木造建物を壊すほどの力を持っています。事象が発生してか
ら逃げることは困難ですので、早い段階で避難しましょう。

○ 隣近所に住むご高齢の方などに声をかけてから避難できるよう、心と時間にゆとりを持って
避難するようにしましょう。

がけ崩れの恐れがある場合
○ がけからできるだけ遠くへ逃げましょう。【右図①】

土石流の恐れがある場合
○ 谷沿いや沢沿いの低い土地から早く離れましょう。
○ 流れがとても速いので、流れを横切る方向へ避難しましょう。【右図②】

○ 豪雨や暴風、夜間のため自宅へとどまる場合、斜面から離れた２階以上の部
屋に移動するなど、身の安全を守るための最善の行動をとりましょう。

○ 土石流の危険がある場合は家屋全壊の恐れがあります。逃げ遅れないよう、
早めの避難を心がけてください。

原則１

原則２

❏土砂災害の種類による避難の仕方

❏自宅の裏に山やがけが迫っている場合

がけ崩れからの逃げ方

土石流からの逃げ方

②

①

https://www.jma.go.jp/jma/index.html
検索気象庁

https://www.njwa.jp/hokkaido-sabou/
北海道⼟砂災害警戒情報 検索

❏危険を感じたら、少しでも早く避難しましょう！


